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平成 28年度助成
磐城第一高等学校 
フラ愛好会
「プアラニ」（美しい花）

平成 27年度助成
県立勿来工業高等学校 
フラ愛好会
「Mauloa Laulea」
（永遠の友情）

平成 28年度助成
県立平商業高等学校 
フラダンス愛好会
「平商Mahaloha」
（ありがとう・愛）

平成 26年度助成
県立好間高等学校 
フラサークル
「ウイラニ・オーラパ」
（陽気なダンサーたち）
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　東邦銀行教育・文化財団は、２年前より、震災復興と地域活
性化の原動力となる高校生たちによる自主性と独創性が輝く活
動への助成を行っています。フラダンスが地域のシンボルとも
いえるいわき地区の各高校では、震災以降フラ活動を通し、
自主的な活動として地域のイベントや祭り、高齢者施設、仮設
住宅への慰問等積極的に行っています。（表紙の４高等学校）　
　他に今年度は、県立福島高等学校スーパーサイエンス部の
好適環境水班、放射線班などに支援を行っています。

HIGH
LIGHT

公益財団法人 東邦銀行 教育･文化財団
http://www.tohobankkyoikubunka.jp/

地域に輝く高校生の活動を支援 !



❸ ❷

東邦銀行教育・文化財団の助成金交付先対象団体について、１．平成 28 年度下期文化・スポーツ活動（平成 28 年 10 月から
平成 29 年 3 月までの期間に実施予定の文化・スポーツ活動）は次の 16 団体（助成金額 190 万円）、２．地域の活性化に貢献
する文化活動は次の 2 団体（助成金額 20 万円）、３．高校生対象の文化・教育研究活動は次の 2 団体（助成金額 20 万円）に
決定しました。（助成金総額 230 万円）

助成金交付先対象団体と活動
TOPICS

１．平成 28 年度下期文化・スポーツ活動（決定）団体と活動名（文化 8 団体・スポーツ 8 団体）
　団　体　名 助成対象活動名 開催日・開催場所

文
化
部
門

ブラス・アンサンブル輝響（ききょう）（福島市）ブラス・アンサンブル輝響　第 13 回演奏会 H28.11.6 ㈰　
福島市音楽堂　大ホール　　

北斗の会（福島市） 「福島自由人」第 31 号発行 発行日　H28.11.5 ㈯

福島木彫の会（福島市） 福島木彫の会　第 32 回木彫展 H28.11.9 ㈬～ 11.13 ㈰
コラッセふくしま 3F企画展示室

福島市おかあさん合唱団（福島市） 福島市おかあさん合唱団　創立 60 周年記念演奏会 H28.11.27 ㈰
福島市音楽堂　大ホール　

郡山マンドリンクラブ（須賀川市） 第 15 回定期演奏会「午後のひととき」 H28.11.27 ㈰　
ポラリス保健看護学院内　

喜多方市松の木女声コーラス（喜多方市）　 つなごう歌の輪・心の和・共生の絆　コンサート
H28.10.1 ㈯　
喜多方プラザ文化センター
大ホール　　

いわき地域学會（いわき市） 「いわきの地誌」出版 発行日　H28.10.1 ㈯

ITP いわき演劇プロジェクト（いわき市） 市民参加の合唱劇「銀河鉄道の夜」 H29.1.14 ㈯、15㈰
チームスマイルいわき PIT

ス
ポ
ー
ツ
部
門

ファンキーモンキードリームス（福島市） ファンキーモンキードリームス　ティーボール大会 H28.10.30 ㈰　
福島市南向台小学校　

レッツあさかスポーツ少年団（郡山市） レッツあさかスポーツ少年団創立 10 周年記念大会 H28.10.1 ㈯ 10.2 ㈰　
郡山市田村スポーツ広場　　

須賀川東ミニバスケットボールスポーツ少年団
（須賀川市） 第６回「たかしカップ」ミニバスケットボール大会 H28.10.1 ㈯、10.2 ㈰　

須賀川アリーナ他　　

稲田ソフトボールスポーツ少年団（須賀川市） 稲田ソフトボールスポーツ少年団創立 35 周年記念大会 H28.10.29 ㈯
須賀川市市民スポーツ広場　

須賀川牡丹ソフトボールスポーツ少年団
（須賀川市） 第 19 回牡丹杯親善ソフトボール大会 H28.10.15 ㈯、10.16 ㈰

須賀川市市民スポーツ広場他　

相馬市インディアカ協会（相馬市） まけないぞ相馬　第６回　インディアカ大会 H29.1.22 ㈰　
スポーツアリーナそうま　　

いわき市レスリング協会（いわき市） 記念大会（リオデジャネイロオリンピックアジア
及び世界予選会出場記念）

H28.11.5 ㈯　
クリナップ㈱井上記念体育館　

中神谷スポーツ少年団（いわき市） 中神谷スポーツ少年団結成 10 周年記念大会 H28.11.6 ㈰　
いわき新舞子多目的運動場　

２．地域の活性化に貢献する文化活動（決定）団体と活動名（2 団体）
　団　体　名 助成対象活動名 開催日・開催場所

飯樋町田植え踊り保存会 福島県民俗芸能大会他参加、地元の中学生に伝承。 飯樋町地区郷土芸能の保存と
伝承。

御宝殿熊野神社稚児田楽・風流保存会 いわき市錦小学校３年生に特別授業を実施。
（稚児田楽風流について実演と実習他）

御宝殿熊野神社稚児田楽・風流
の保存、育成、伝承。

３．高校生対象の文化・教育研究活動（決定）団体と活動名（2 団体）
　団　体　名 助成対象活動名 開催日・開催場所

県立平商業高等学校　フラダンス愛好会 平商フラダンス大使ふくしまの復興を世界へ
アピールプロジェクト いわき市内

県立平商業高等学校　郷土芸能保存会 いわき市の郷土芸能「じゃんがら」を継承。 いわき市内

１
．創
設
の
趣
旨

⑴
「
ふ
く
し
ま
の
復
興
か
ら
成
長
へ

の
貢
献
」の
一
環
と
し
て
、ふ
る
さ
と
、

県
民
に
大
き
な
感
動
と
希
望
を
与
え

る
原
動
力
と
な
る
「
県
内
高
校
生
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
活
躍
支
援
助

成
」
を
創
設
し
ま
し
た
。（
期
間
：

５
年
間
）

高
校
生
の
活
動
支
援
（
新
た
な
助
成
制
度
）

「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
活
躍
支
援
助
成
」

TOPICS

全国高校総体男子バスケットボール初出場で県勢 68 年ぶりとなる 4 強入り（3 位）
を果たした県立福島南高等学校〈写真提供 : 福島民報社〉

「2016 ひろしま総文」小倉百人一首かるた部門団体 3 位入賞の県立安積黎明高等
学校〈写真提供 : 福島民報社〉

⑵
今
年
度
よ
り
県
も
「
復
興
推
進

ふ
く
し
ま
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
と
し

て
県
関
係
選
手
の
育
成
・
強
化
を
主

に
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
の
５
年
間
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
文
化
活
動
を
含
め
連
携
し
て

対
応
、
気
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

スポーツ部門 文化部門
計出場選手数 参加

生徒数全日制 定時制 通信制
27 年度 649 名 88名 131名 868名
26 年度 599 名 90名 229名 918名

２
．対
象

⑴
ス
ポ
ー
ツ
部
門
【
表
】参
照

「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）」
出
場
選
手

「
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
大
会
」
出
場
選
手

⑵
文
化
部
門
【
表
】参
照

「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
総
文
祭
）」
参
加
生
徒　

 

３
．実
施
概
要

⑴
助
成
金
額
…
出
場
選
手
、
参
加

生
徒
一
人
当
た
り
５
，０
０
０

円
を
助
成
し
ま
す
。

⑵
助
成
期
間
…
２
０
２
０
年
ま
で

の
５
年
間

⑶
選
考
方
法

Ａ
．
本
制
度
は
、助
成
対
象
大
会
、

出
場
者
を
限
定
し
、
各
大
会
出

場
前
（
毎
年
７
月
末
開
催
）
に

タ
イ
ム
リ
ー
に
支
援
を
行
な
い

ま
す
。

Ｂ
．
対
象
大
会
の
出
場
者
確
定

が
６
月
末
に
な
る
こ
と
か
ら
、

本
件
助
成
金
は
理
事
長
の
承
認

を
得
て
決
定
し
、
交
付
い
た
し

ま
す
。

Ｃ
．
対
象
大
会
の
う
ち
、ス
キ
ー
、

ス
ケ
ー
ト
、
駅
伝
等
実
施
時
期

が
異
な
る
種
目
も
、
同

様
に
理
事
長
の
承
認
を

得
て
決
定
し
、
交
付
い

た
し
ま
す
。

⑷
申
請
お
よ
び
交
付
方
法

Ａ
．
福
島
県
高
等
学
校

体
育
連
盟
お
よ
び
文
化

連
盟
か
ら
「
助
成
金
交

付
申
請
書
」（
出
場
高
校
、

出
場
者
明
細
）
の
提
出

を
受
け
、
出
場
者
が
所

属
す
る
当
該
高
校
あ
て

交
付
い
た
し
ま
す
。

Ｂ
．
本
制
度
に
係
る
諸

手
続
き
は
、
其
々
の
連

盟
事
務
局
と
連
携
し
て

行
い
ま
す
。

【表 : 福島県内高校生のスポーツ・文化部門助成対象大会 出場選手数】

１
．奨
学
生
採
用
状
況

　
平
成
28
年
度
奨
学
生
15
名
を
採
用
し
、
昭
和
58
年

か
ら
現
在
ま
で
４
４
７
名
に
奨
学
金
を
給
付
い
た
し

ま
し
た
。（
平
成
24
年
に
当
財
団
が
㈶
東
邦
育
英
会

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。）

２
．奨
学
生
の
状
況
（
近
況
報
告
よ
り
）

　

	

平
成
28
年
度
奨
学
生
の
抱
負
・
目
標
等

○	

将
来
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
医
療
機
関
で
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
基
礎
医
学
や
臨
床
栄
養
学
等
し
っ
か
り
と
習

得
し
た
い
。
ま
た
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
今
後
に
生
か
せ

る
よ
う
に
し
た
い
。

○	

働
き
な
が
ら
大
学
で
学
ぶ
の
で
時
間
管
理
を
適
切
に
行
い
、

大
学
で
は
「
人
の
役
に
立
つ
た
め
の
方
法
」
を
学
び
た
い
。

○	

大
学
で
は
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
マ
ス
タ
ー
し
、 

海
外
留
学
、

研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
様
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

○	

大
学
で
は
近
代
物
理
学
に
つ
い
て
探
求
す
る
と
と
も
に
、
自

ら
の
真
に
行
い
た
い
事
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

○	

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
る
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
詳
し

く
学
ぶ
と
と
も
に
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

３
．奨
学
生
の
募
集

　

平
成
30
年
度
の
新
規
奨
学
生
の
募
集
は
、
平
成
29

年
５
月
の
予
定
で
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
は

　

公
益
財
団
法
人
東
邦
銀
行
教
育
・
文
化
財
団
事
務
局

　
奨
学
金
担
当

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
４
‐
５
２
３
‐
５
８
８
２

当
財
団
の

奨
学
金
事
業
に
つ
い
て

TOPICS

　新たに創設した本助成制度に基づき、
下記の対象者に支援、助成いたしました。

１．スポーツ部門
⑴	 全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
　		  出場選手 559 名（30 種目、学校数 57 校）	

	 振込額 2,795,000 円
⑵	 全国高等学校定時制通信制大会
　		  出場選手 106 名（8 種目、学校数 10 校）	

	 振込額 530,000 円　
⑶	 全国高等学校総合体育大会（水泳）
　		  出場選手 10 名（学校数 6 校）
		  振込額 50,000 円　

２．文化部門
　	全国高等学校総合文化祭（総文祭）
		  参加生徒 152 名（学校数 34 校）
		  振込額 760,000 円

３．支援助成金合計
	 出場選手・参加生徒 827 名
	 振込総額 4,135,000 円

平成 28年度
本助成制度の実施状況
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こけし

原郷のほほえみ

開
催
中
の
企
画
展　
■
平
成
28
年
８
月
〜
11
月

世
界
を
か
け
め
ぐ
る
こ
け
し

「
メ
キ
シ
こ
け
し
」展

平
成
２８
年
度
の
企
画
展
報
告

メキシこけし（ホルヘ カスティージョ）

メキシこけし（アドリア―ナ バウティスタ）

インドの木地玩具

メキシこけし

伝統こけし工人がメキシコをイメージして作ったこけし

原郷のこけし群 西田記念館
福島市荒井字横塚 3-183（アンナガーデン）
TEL 024-593-0639 ／ FAX 024-593-0811
http://nishidakinenkan.or.jp/

　

こ
け
し
が
海
を
渡
り
、
海
外
で
展

示
・
販
売
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
昭

和
期
よ
り
あ
り
ま
し
た
。
古
い
記
録

で
は
昭
和
14
年
に
ベ
ル
ギ
ー
で
開
催

さ
れ
た
国
際
人
形
展
に
こ
け
し
が
約

30
本
出
品
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
、
出
品
目
録
に
は
阿
部
常
吉

ら
８
人
の
工
人
名
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

近
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

工
人
支
援
を
目
的
に
メ
キ
シ
コ
で
展

示
・
販
売
が
行
わ
れ
た
り
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
紹
介
す
る
フ
ラ
ン
ス
の

展
示
会
で
実
演
が
行
わ
れ
た
り
な
ど

海
外
で
も
多
く
の
関
心
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

け
し
を
紹
介
す
る
外
国
語
の
ガ
イ
ド

や
文
献
は
非
常
に
少
な
く
、
国
際
的

に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、
新
た
な
海
外

文
化
交
流
の
形
と
し
て
「
メ
キ
シ
こ

け
し
」
を
中
心
に
こ
け
し
と
世
界
の

交
流
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
メ

キ
シ
こ
け
し
」
と
は
、メ
キ
シ
コ
の
様
々

な
先
住
民
族
が
絵
付
け
を
し
た
こ
け

し
の
こ
と
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジェク
ト
は

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
メ
キ
シ

コ
政
府
観
光
局
職
員
のC

H
ID

O

　

P
R

O
JE

C
T

志
田
朝
美
氏
に
よ
り

２
０
１
１
年
冬
に
始
動
し
、
東
北
発

祥
の
文
化
「
こ
け
し
」
に
復
興
の
願

い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
「
メ
キ
シ
こ

け
し
」
の
展
示
会
が
各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
は
、
木
彫

り
の
手
工
芸
品
に
用
い
ら
れ
る
独
特

な
色
彩
を
こ
け
し
の
木
地
に
施
し
た

り
、
神
話
に
基
づ
い
た
模
様
を
細
か

い
ビ
ー
ズ
で
飾
っ
た
り
な
ど
、
豊
か
な

色
彩
と
細
や
か
な
技
術
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
東
北
の
こ
け
し
工
人
が
挽

い
た
木
地
に
メ
キ
シ
コ
先
住
民
が
日
々

の
手
工
芸
品
作
り
の
技
法
を
活
か
し

た
絵
付
け
を
す
る
―
―
そ
う
す
る
こ

と
で
、
東
北
の
こ
け
し
文
化
と
メ
キ

シ
コ
の
伝
統
工
芸
双
方
の
支
援
に
つ

な
が
れ
ば
と
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
本
展
で
は
伝
統
こ
け

し
工
人
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
作
っ
た
こ
け
し
、
こ
け
し
に
似
た
世

界
の
木
地
玩
具
、
海
外
の
こ
け
し
展

の
様
子
な
ど
こ
け
し
と
世
界
の
交
流
に

つ
い
て
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■ 

世
界
の
木
地
玩
具

　

こ
け
し
は
、
ロ
ク
ロ
を
使
っ
て
木
を

削
り
作
ら
れ
た
木
製
の
人
形
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ロ
ク
ロ
製
の
玩
具
を
木

地
玩
具
と
い
い
、
か
つ
て
は
こ
け
し
と

共
に
独
楽
や
笛
な
ど
様
々
な
も
の
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
北
地
方
の

木
地
玩
具
は
箱
根
の
影
響
を
受
け
て

発
展
し
、
大
正
期
に
は
様
々
な
種
類

の
玩
具
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
ブ
リ
キ
や
セ
ル
ロ
イ
ド
玩
具
の
人

気
が
高
ま
る
と
徐
々
に
作
ら
れ
な
く

な
り
、
現
在
で
は
こ
け
し
以
外
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ロ
ク
ロ
技
術
は
世
界

各
地
に
も
見
ら
れ
、
木
地
玩
具
も

独
楽
や
け
ん
玉
な
ど
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
世
界
の
ロ
ク
ロ
製
人
形

で
は
、
ロ
シ
ア
の
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
や
ド

イ
ツ
の
く
る
み
割
り
人
形
が
良
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
け
し
の
よ
う

に
手
足
が
な
い
丸
い
頭
と
円
柱
の
胴

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
形
態
は
珍
し
い
で

す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
世
界
の

木
地
玩
具
や
こ
け
し
に
似
た
ロ
ク
ロ
製

人
形
も
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。

■ 

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の

　

 

ル
ー
ツ
は
日
本
⁈

　　

ロ
シ
ア
の
人
形
マ
ト

リ
ョ
ー
シ
カ
の
発
祥
に
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

ル
ー
ツ
は
日
本
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
モ
ス
ク

ワ
の
北
東
70
㎞
の
地
点
に

位
置
す
る
セ
ル
ギ
エ
フ
・
ポ

サ
ー
ト
の
博
物
館
に
は
マ

ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
見
本
と
言

わ
れ
る
日
本
の
木
地
玩
具

「
七
福
神
」
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
七
福

神
は
、
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
と

同
様
、
同
じ
形
で
大
き
さ

の
異
な
る
も
の
を
順
々
に
中
に
入
れ

る
「
入
れ
子
」
形
式
に
な
っ
て
お
り
、

19
世
紀
末
頃
に
ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
持

ち
帰
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

入
れ
子
の
玩
具
は
、
か
つ
て
日
本

で
は
七
福
神
以
外
に
も
だ
る
ま
や
弁

慶
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
企

画
展
で
は
、
ル
ー
ツ
に
な
っ
た
明
治
期

の
入
れ
子
玩
具
を
今
回
特
別
に
お

借
り
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
美
轆
展
」
と
は
、
伝
統
こ

け
し
若
手
工
人
の
親
睦
と
創

作
意
欲
の
高
揚
に
努
め
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
３
年
に
発

足
し
た
「
美
轆
会
」
に
よ
る
こ

け
し
の
展
示
会
の
こ
と
で
す
。

美
轆
展
は
平
成
10
年
以
降
毎

年
７
月
に
西
田
記
念
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
今
年
は
25

回
の
記
念
の
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
そ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
美
轆
会
は
結
成
当

初
若
手
だ
っ
た
会
員
た
ち
の
多

く
が
こ
け
し
界
を
牽
引
す
る

存
在
と
な
り
、
そ
の
技
も
円
熟
期

を
迎
え
ま
す
ま
す
磨
き
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
仲
間
同
士
刺
激
し
合
い
、

新
た
な
伝
統
を
求
め
る
美
轆
展
に

は
毎
年
様
々
な
作
品
が
出
品
さ
れ
、

初
日
に
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
全

国
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け

ま
す
。
特
に
、
限
定
販
売
さ
れ
る

美
轆
会
の
セ
ッ
ト
こ
け
し
は
毎
年
注

目
さ
れ
て
お
り
、
子
守
こ
け
し
や

子
持
ち
こ
け
し
、
帽
子
こ
け
し
、
こ

け
し
雛
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の
も
と

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
画

展
で
は
、土
湯
温
泉
の「
小
滝
旅
館
」

の
ご
協
力
に
よ
り
こ
れ
ま
で
販
売
さ

れ
た
限
定
セ
ッ
ト
を
一
堂
に
紹
介
し

ま
し
た
。

４
月
～
７
月

「
変
化
は
進
歩
」
を
求
め
て 

～
美み

轆ろ
く

展て
ん

２５
年
の
歩
み
～　

美
轆
展
限
定
セ
ッ
ト
　

子
持
ち
こ
け
し



　

飯
舘
村
大お

お
い
か
づ
ち雷
神
社
へ
の
奉
納
芸
能「
飯

樋
町
田
植
え
踊
り
」
は
、
飯
樋
町
に

2
7
0
年
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
原
発
事
故
に
よ
り
、
当
保
存
会
の

活
動
は
いっ
た
ん
休
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
、
飯
舘
中
が
福
島
市
飯
野

町
に
移
転
し
た
の
を
機
に
、「
教
え
て
ほ
し

い
」
と
の
依
頼
が
あ
り
、
1
年
生
に
歌
や

踊
り
の
稽
古
を
つ
け
て
い
ま
す
。
参
加
し
て

い
る
生
徒
た
ち
は
独
特
の
節
回
し
や
動
作

に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
保
存
会
の
方
か
ら

の
助
言
を
受
け
て
上
達
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
踊
り
を
終
え
た
生
徒
は
「
踊
り
を

披
露
す
る
た
び
に
気
持
ち
が
引
き
し
ま
り
、

ふ
る
さ
と
の
伝
統
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

　

じ
ゃ
ん
が
ら
は
鉦か

ね

や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら

し
な
が
ら
新
盆
を
迎
え
た
家
な
ど
供
養
し

て
回
る
踊
念
仏
で
、
い
わ
き
市
の
無
形
民

俗
文
化
財
で
す
。

　

当
保
存
会
は
、
じ
ゃ
ん
が
ら
を
途
絶
え

る
こ
と
な
く
継
承
す
る
目
的
で
平
成
２
年

か
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
週
１
回
地

域
か
ら
講
師
を
招
き
、
技
術
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
伝
統
芸
能
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

「
女
子
だ
け
で
演
舞
し
て
い
る
の
は
本
校

だ
け
で
あ
り
、
貴
重
な
活
動
だ
と
思
っ
て

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
」
と
顧
問
の

菊
池
教
諭
。

●
飯
樋
町
田
植
え
踊
り
保
存
会
（
相
馬
郡
飯
舘
村
）

飯
樋
町
地
区
郷
土
芸
能
の
保
存
伝
承

●
県
立
平
商
業
高
等
学
校
郷
土
芸
能
保
存
会（
じ
ゃ
ん
が
ら
）（
い
わ
き
市
平
中
塩
）

女
子
だ
け
で〝
じ
ゃ
ん
が
ら
〟

「
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
文
化
活
動
」
平
成
28
年
度
助
成
団
体

「
高
校
生
対
象
の
文
化
・
教
育
研
究
活
動
」
平
成
28
年
度
助
成
団
体

❼ ❻

東邦銀行教育・文化財団では、文化とスポーツの振興を図るため、地域に密着した活動
をする団体に助成を行っています。今回は須賀川市の「郡山マンドリンクラブ」と福島
市の「余目一輪車くらぶ」の活動、および平成 28 年度に助成を行う「地域の活性化に
貢献する文化活動」で飯舘村の「飯樋町田植え踊り保存会」、「高校生対象の文化・教育
研究活動」で福島県立平商業高等学校「郷土芸能保存会」の活動をご紹介します

ソ
ロ
で
、
ペ
ア
で
、
グ
ル
ー
プ
で

ス
ー
パ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露

　
『
絆
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
室
内
一
輪
車

演
技
の
発
表
会
で
、
日
頃
の
練
習
で
磨
い

た
華
麗
な
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
ロ
の
演
技
は
ク
ラ
ブ
員
が
自
分
で
選
曲

し
、
構
成
を
考
え
、
親
が
衣
装
を
作
製

聴
衆
は
こ
こ
ろ
よ
い
音
色
に

魅
了
さ
れ
て
…

　

当
ク
ラ
ブ
は
今
年
で
創
立
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
を
通
じ
て
地

域
の
音
楽
文
化
振
興
を
め
ざ
し
、
病
院
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
出
か
け
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
域
に
役

立
つ
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

定
期
演
奏
会
は
、
第
１
部
は
マ
ン
ド
リ
ン

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
マ
ン
ド
リ
ン
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
、
第
２
部
は
少
人
数
編
成
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
、
第
３
部
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
に
加
え

当
ク
ラ
ブ
の
カ
ラ
ー
で
も
あ
る
独
自
ア
レ
ン
ジ

の
メ
ド
レ
ー
曲
の
３
部
構
成
に
よ
り
、
参
加

者
25
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

演
奏
楽
器
は
マ
ン
ド
リ
ン
、
マ
ン
ド
ラ
テ

ノ
ー
ル
、マ
ン
ド
リ
ン
セ
ロ
に
加
え
て
、ギ
タ
ー
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
な
ど
で
す
が
、
聴
衆
は
マ
ン
ド

リ
ン
特
有
の
ピ
ッ
ク
を
使
っ
て
演
奏
す
る
音

色
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
「
一
人
だ
け
の
演

奏
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

や
『
メ
グ
レ
ズ
ホ
ー
ル
』
の
音
の
響
き
を
楽

し
み
な
が
ら
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

す
る
と
い
う
、
親
子
が
二
人
三
脚
で
作
り

上
げ
た
表
現
の
世
界
。
一
方
、
ペ
ア
の
演

技
は
監
督
や
コ
ー
チ
が
選
曲
・
構
成
を
し
、

２
秒
足
ら
ず
で
早
変
わ
り
す
る
衣
装
は
親

が
担
当
、
主
に
大
会
出
場
を
目
的
と
し
て

作
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
グ
ル
ー
プ
演
技
は
、

発
表
会
を
目
標
に
監
督
・
コ
ー
チ
の
指
導

で
作
ら
れ
た
演
技
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果

を
の
び
の
び
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
員
の
演
技
と
素
敵
な
笑
顔
は
観

衆
を
魅
了
し
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。「
た
く
さ
ん
の
方
々
が
見
に
来
て
く

れ
て
、
す
ご
く
緊
張
し
た
け
れ
ど
拍
手
を

も
ら
え
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」
と
メ
ン
バ
ー

た
ち
。
大
内
会
長
が
「
今
ま
で
に
な
い
く

ら
い
と
て
も
あ
た
た
か
い
発
表
会
に
な
り
ま

し
た
」
と
言
う
と
、
佐
藤
監
督
も
「
大

会
に
出
場
し
た
演
目
や
地
域
の
方
に
披
露

し
た
演
技
、
最
後
に
ク
ラ
ブ
員
全
員
で
テ
ー

マ
『
絆
』
～
糸
～
の
演
技
を
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
発
表
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し

い
限
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
一
輪

車
の
演
技
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
声
を
は
ず
ま

せ
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

た
」「
演
奏
会
を
重
ね
る
た
び
に
、
次
は

こ
の
曲
を
演
奏
し
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
が

湧
い
て
き
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
聴
衆

の
方
の
中
に
は
年
１
回
の
定
期
演
奏
会
を

楽
し
み
に
来
場
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
よ

う
で
、
現
代
表
の
熊
田
さ
ん
は
「
大
盛
況

で
、
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
を
通
じ
た
地
域
振
興

に
多
少
な
り
と
も
貢
献
し
た
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

フラッシュ

FLASH!!
かがやく東邦銀行教育・文化財団では、平成 29 年 4 月から同 29 年 9 月までの期間中に活動計画のある「文化・

スポーツ団体」を対象に、平成 28 年 11 月 1 日～ 12 月 30 日まで助成申請の受付を行う予定です。
▶詳しくは当財団のホームページの「助成事業│文化・スポーツ活動団体への支援」をご覧いただくか、
　事務局☎（024）523-5882 までご照会ください。

助成団体の活動から

平
成
27
年
12
月
19
日
（
土
）　
余
目
小
学
校　

平
成
27
年
11
月
22
日（
日
）　
星
総
合
病
院
メ
グ
レ
ズ
ホ
ー
ル（
ポ
ラ
リ
ス
保
健
看
護
学
院
内
）　

文化・スポーツ活動
平成 27年度下期
助成団体

「スポーツ部門」

文化・スポーツ活動
平成 27年度下期
助成団体

「文化部門」

郡山マンドリンクラブは、マンドリンの演奏技術の向上と会員相互間の親
睦を図ることを目的に設立。マンドリン音楽を通しての地域文化振興の活
動も行っている。昭和 62 年 8 月に結成。現会員数 20 名。

余目一輪車クラブは、一輪車を通してスポーツの知識・技術・態度を身につけ、
心身の健康と体力の向上を図ることを目的に設立。対象者は幼稚園・保育園児
から大学生の男女。平成 17 年 7 月に結成。現会員 26 名。

村の敬老会で田植え踊りを披露

古民家をお借りしての田植え踊り

●
郡
山
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
（
須
賀
川
市
）

郡
山
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

第
14
回
定
期
演
奏
会「
午
後
の
ひ
と
と
き
」

●
余
目
一
輪
車
ク
ラ
ブ
（
福
島
市
）

余
目
一
輪
車
ク
ラ
ブ
発
表
会

●お知らせ　助成申請のご応募お待ちしています

た
」
と
話
し
、先
生
た
ち
は
「
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
の
歴
史
を
知
り
、
後
世
に
伝
え
る

こ
と
は
大
切
。
決
し
て
絶
や
し
て
は
な
ら
な

い
」「
生
徒
達
が
飯
舘
村
を
誇
り
に
思
い
、

『
田
植
え
踊
り
』
が
心
の
中
に
生
き
続
け

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
見
守
り

ま
す
。
保
存
会
顧
問
の
荒
さ
ん
は
「
３
年

間
の
指
導
で
、
発
表
す
る
機
会
も
多
く
な

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
生
徒
た
ち
も

達
成
感
を
深
く
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。
今

後
の
人
生
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と

思
い
ま
す
」
と
伝
承
の
手
応
え
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
い
わ
き
市
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
演
や
、
福
祉
施
設
や
老
人
介
護
施
設

や
被
災
者
が
住
む
応
急
仮
設
住
宅
で
の
慰

問
演
舞
な
ど
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
演
奏

の
機
会
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
生
徒
た
ち
は

額
に
汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
い
わ
き
市
青
年
じ
ゃ
ん
が

ら
大
会
へ
も
出
場
し
演
舞
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
参
加
し
て
い
る
生
徒
は
、「
感
動

や
感
激
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
方
、
喜

ん
で
く
れ
る
方
に
出
会
っ
た
と
き
、
や
っ
て

い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
、
じ
ゃ
ん
が
ら
を
継
承
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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雨
上
が
り
の
馬
場
を
、
気
持
ち
良
さ
そ

う
に
馬
た
ち
が
駈
け
る
。
こ
こ
は
、
第
50

回
全
日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大
会
で

見
事
優
勝
し
た
、
岩
瀬
農
高
馬
術
競
技
部

の
馬
場
だ
。
部
員
は
11
名
。
最
上
級
生
の

３
年
生
、
高
橋
宇た

か
ひ
ろ宙
さ
ん
、
遠
藤
元
輝
さ

ん
、
斎
藤　

山さ
ん

さ
ん
が
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ

て
き
た
。「
こ
の
３
年
生
が
新
チ
ー
ム
に
な
っ

た
時
に
、〝
全
国
大
会
で
優
勝
す
る
〞
と
い

う
目
標
を
掲
げ
た
ん
で
す
。
主
役
は
子
ど

も
た
ち
。
自
分
た
ち
で
決
め
た
こ
と
を
後

方
支
援
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
い
る
ん
で

す
」
と
Ｏ
Ｇ
で
も
あ
る
顧
問
の
藤
田
さ
と

み
先
生
。「
一
昨
年
、
昨
年
と
全
国
大
会

出
場
を
逃
し
て
悔
し
かっ
た
、
だ
か
ら
全
国

大
会
優
勝
と
い
う
高
い
目
標
を
掲
げ
た
ん

で
す
」
と
３
年
生
の
３
人
は
口
を
揃
え
た
。

　
「
道
の
り
は
す
ご
く
つ
ら
か
っ
た
は
ず
。

よ
く
つ
い
て
き
て
く
れ
た
と
思
う
」
と
振
り

返
る
先
生
は
、
こ
の
優
勝
は
自
分
た
ち
だ

け
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
かっ
た
、
と
強
調

す
る
。
震
災
後
、
部
活
動
を
続
け
る
だ
け

で
さ
え
厳
し
かっ
た
時
期
に
、
泥
水
を
飲
む

よ
う
な
思
い
を
共
に
し
、
支
え
て
く
れ
た

先
輩
た
ち
。
練
習
と
指
導
の
機
会
を
与
え

て
く
れ
た
近
隣
の
牧
場
の
方
々
。
第
25
回

大
会
で
全
国
優
勝
し
た
時
の
Ｏ
Ｂ
の
方
の

指
導
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
厚
い
サ
ポ
ー
ト

を
数
え
上
げ
、
深
い
感
謝
の
念
を
語
る
。

　

馬
術
競
技
の
団
体
戦
は
３
人
１
組
の
「
３
名

戦
」。
岩が

ん
の
う農

は
こ
つ
こ
つ
地
道
な
戦
い
ぶ
り
で
、
着

実
に
勝
ち
上
が
っ
た
。
決
勝
戦
に
臨
ん
だ
の
は
３

年
生
の
高
橋
、
遠
藤
の
両
選
手
、
そ
し
て
１
年

生
の
柴
田
祐
紀
選
手
。
緊
張
の
中
、
見
事
全
員

ノ
ー
ミ
ス
の
減
点
ゼ
ロ
で
走
行
、
全
国
優
勝
を
つ

か
ん
だ
。
し
か
し
キ
ャ
プ
テ
ン
の
高
橋
さ
ん
は
「
馬

に
乗
っ
た
の
は
３
人
で
す
が
、
部
員
全
員
で
一
つ
の

チ
ー
ム
と
い
う
思
い
、
み
ん
な
の
勝
ち
た
い
と
思
う

気
持
ち
で
勝
っ
た
ん
で
す
」
と
語
る
。
た
と
え
ば

斎
藤
さ
ん
は
部
員
を
指
導
し
た
り
、
ま
と
め
た
り

と
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
試
合
に
出
て

い
な
い
部
員
た
ち
が
、
ど
れ
だ
け
の
思
い
で
負
け

た
く
な
い
と
思
って
い
る
か
、
そ
こ
が
紙
一
重
の
差

に
出
て
く
る
。
部
員
全
員
で
学
び
と
っ
て
き
た
そ

の
思
い
が
、
優
勝
と
い
う
形
に
結
実
し
た
の
だ
。

　
「
馬
術
の
魅
力
は
？
」
の
問
い
に
、高
橋
さ
ん
は

「
一
瞬
で
す
が
、
人
馬
一
体
に
な
れ
た
と
感
じ

る
時
が
あ
り
ま
す
。
全
国
大
会
で
優
勝
で
き
た

の
も
、
競
技
中
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
だ
と
思
う
」、
遠
藤
さ
ん
は
「
自
分
の

学校の馬場で騎乗する、右から高橋さん、遠藤さん、斎藤さん。
右端が藤田先生。

全国大会で騎乗する高橋選手

第
50
回 

全
日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大
会

　
優
勝

操
作
で
馬
を
操
れ
る
の
が
、
気
持
ち
い
い
」、
斎

藤
さ
ん
は
「
最
後
ま
で
走
り
き
っ
た
時
の
達
成
感

が
い
い
」
と
語
る
。

　

馬
術
を
通
し
て
、
部
員
た
ち
は
よ
く
考
え
る

よ
う
に
な
る
と
藤
田
先
生
は
言
う
。「
ど
う
し
た

ら
事
が
上
手
く
運
ぶ
か
」「
ど
う
し
た
ら
馬
に
伝

わ
る
の
か
」
な
ど
、
馬
に
言
葉
が
通
じ
な
い
分
、

自
分
の
体
の
使
い
方
、
伝
え
方
で
馬
と
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
を
と
る
。「
で
も
最
終
的
に
は
馬
に
教

わ
る
。
そ
ん
な
姿
勢
も
身
に
つ
け
て
い
な
い
と
一

人
よ
が
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」。
他
者
へ
の
思

い
や
り
を
、
馬
が
教
え
て
く
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　

そ
し
て
藤
田
先
生
は
「
全
国
大
会
に
出
て
、

ど
こ
の
学
校
も
キ
ャ
プ
テ
ン
の
立
ち
居
振
る
舞
い

が
違
う
な
、
き
っ
と
背
負
って
い
る
も
の
が
違
う
ん

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
す
ご
く
格
好
良
か
っ
た
で

す
よ
」。
覚
悟
を
決
め
て
、
正
々
堂
々
と
、
凜
と

し
て
走
行
し
て
い
る
各
校
の
生
徒
た
ち
。
そ
ん
な

中
で
勝
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ
し
かっ

た
と
振
り
返
る
。「
高
校
馬
術
は
、
技
術
だ
け
で

な
く
、
馬
か
ら
下
り
た
あ
と
、
そ
の
経
験
を
ど
う

活
か
せ
る
か
が
大
切
で
す
」。
磨
か
な
く
て
は
い
け

な
い
人
間
性
、
感
性
、
想
像
力
、
そ
し
て
気
持
ち

（
態
度
、
矜
持
）
も
大
切
。「
今
回
の
優
勝
は

本
当
に
紙
一
重
の
も
の
で
し
た
。
こ
の
優
勝
は
授

か
り
も
の
だ
と
思
って
、
今
後
に
ど
う
つ
な
げ
て
い

く
か
が
大
切
で
す
ね
」。
そ
の
３
年
生
た
ち
を
送

り
出
し
て
、
チ
ー
ム
が
生
ま
れ
変
わ
る
。
新
年
度

に
向
け
、人
間
性
の
魅
力
も
含
め
た
、新
し
い
チ
ー

ム
づ
く
り
が
す
で
に
始
ま
って
い
る
。

　
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝

 

全
員
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
勝
て
た

 

馬
術
か
ら
の
学
び

　
今
後
に
活
か
し
て

平成28年度県内高校生のスポーツ・文化活動活躍支援助成

県立岩瀬農業高等学校
馬術競技部（鏡石町）
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